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はじめに．調査課題

2004年のエコタウン事業認定

地域社会の受け止め方、エコタウンの実現
に向けての変化があるかどうか

エコタウンプランに掲げられたエコ・ツーリズ
ム（グリーン・ツーリズム）を中心に環境分野
に関わる活動を調査
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１．釜石市の環境問題の推移と現状

過去の公害問題

水質汚染･･･甲子川の川サケ漁

降下ばいじん問題・・・1960年代「世界一」

現在は比較的落ち着いている

水質汚染／自然環境・・・「比較的良好」

ごみ問題が課題

一人当たり排出量は増加・・・「岩手県一」
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2-1．グリーン・ツーリズム活動の概要

98年度 （5月）宝来館が農林漁業体験民宿
/（10月）（現在の）A＆Fグリーン・ツーリズ
ム実行委員会発足

「山」と「海」の一体的な活動が特徴

体験者数はこれまで増加傾向
02年度 教育旅行受入開始

05年度 体験者数 約960名
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2-2．グリーン･ツーリズム体験者数推移
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2-3.グリーン・ツーリズムを支える様々な

主体

郷土料理研究会（2004～）

青ノ木主婦の会・・・チョロギ栽培

釜石東部漁協女性部

すみれの会

「どんぐり産直」（1996～）

グラウンドワークで水車小屋を建設（2005）
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2-4.どんぐり産直の水車小屋
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2-5．グリーン・ツーリズムの展望

課題

冬季の体験者数

世代交代？

地区的にも広がる可能性

ミニ産直コスモス（甲子）

遠野市との連携
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2-6．ナベナベサミット（07/02/24）
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2-7．山・川・海環境保全推進協議会

2003年3月 協議会発足

「環境の森創造事業」（植樹活動）など
2005年10月 唐丹地区環境保全の会

2006年11月 鵜栗地域環境保全の会

県「ふるさとの森と川と海の保全及び創造に
関する条例」（2003年10月）以前に結成･･･
それなりの先進性
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3-1．釜石市の都市イメージとは？

グリーン・ツーリズム/「山・川・海」など、環境
保全に向けた積極的な取り組み

釜石は「工業のまち」「公害のまち」から“エ
コタウン”に転換した？

企業・工場誘致を望む声、新規工場建設

釜石における「工業」と「自然」の位置付け
は？
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3-2．意識調査･･･どのような産業の分野
に力を入れていくべきか（99年・04年）
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3-3．「工業」と「自然/観光」の位置づけ

人口増加（≒製鉄所最盛期の釜石）を望む
声も存在する（？）

「工業都市」のイメージはいまだに強い

観光業/グリーン・ツーリズムにとってはマイ
ナスの可能性

一方でグリーン・ツーリズム、もう一方で「工
業」・・・「工業」と「自然/それを活かした観
光」の位置付け、関係性の捉えにくさ
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3-4．紅葉の滝付近の状況
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3-5.遠野市の都市イメージ
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3-6.釜石の都市イメージの「曖昧さ」

釜石の都市イメージに「曖昧さ」が含まれる

つくり上げていくべき都市像、外部へ発信す
るイメージをまだ答えを見出してはいない？

どのような方向性がありうるか

工業の放棄は非現実的

グリーン・ツーリズムは主産業にはなりにくい

都市イメージの明確化など必要ない？
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4-1．都市イメージの確立と地域の「希望」

90年～ 「環境都市」

93年 300回近くの市
民同士の討論 → ごみ
20分別

2001年 エコタウン

観光客の推移に興味深
い変化）

地域の「自信」（頭石集
落のグリーン・ツーリズ
ム）
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4-2.水俣市でごみ分別を見学する観光客
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4-3．釜石市の方向性

水俣市のような“エコタウン”

水俣市とは異なる“エコタウン”・・・「工業」と
「自然/観光」の両立

例）工場建物の配慮・敷地の緑化など

釜石の「文化」の発信につながる？

地域内部の要素、人々の希望やこれまでの
活動を踏まえたものであることが必要
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おわりに．

市民同士の討論がどう進展するか？
1. 地域生活応援システム ・・・ 健康まちづくり検

討会

2. NPOアットマークリアス ・・・ 「釜石・パートナー
シップ会議」の提唱

3. 小さな風 ・・・ 「バトル・トーク」

より大きな広がりをもてば、都市イ
メージ確立の契機になる可能性
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